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地球 脱出 記 


銀河 人 


受難 の ファ サー ド 
2 ダム チ 

大 陽 核 反応 
地球 の 現状 

地球 脱出 計画 

お 伊勢 参り 
ギザ の ビ ピラミッド 
ムー 大 陸 
潜 象 と 現象 

大 宇宙 の 創造 
日 本 の 古代 史 

杜 古 朋 来 と 神風 
出産 (陰陽 合体 ) 
チャ クラ と ホル モン 
生命 査定 術 
重力 の 正体 
原子 核 反 応 の 統一 理論 
放射 性 ラジ カル 
位相 の 構造 と 機能 
自律 神経 と 運動 神経 
地球 延命 措置 
日 本 の 黒い 邑 

能登 半島 地震 と 志賀 原発 
銀河 史 


ジル ラテ * ィ まる 

マク ロロ 宇宙 

EXODUS NOTE 
社会 を 変え る 方 法 

1 月 2 日 の 羽田 室 港 事件 の 真相 
龍神 

ング ウッ ロ ー 

グレ イ 新 型 円 盤 

ベ テ ル ギ ウ ス 文 字 

プ ォ ッ サ マゲ ダグ ナ 

霊魂 体 宇 宙 人 ( 銀河 ル ヒ イ 神 ) 
力学 原理 

生物 進化 


2023 年 12 月 17 日 


スペ イン バル セロ ナ の サ グ ラ ダフ ァ ミ リア に ある 彫刻 


ここ に 魔 方 陣 ( 33 ) が 描か れ て いる 


魔 方 陣 に は 数 字 と は 無関係 な 空間 配置 ( 〇 xs ) が 存在 し て いる 


1 14 〇 4 
〇 7 6 9 
8 〇 10 5 
13. 2 3 〇 


x 14 〇 4 
〇 7 x 9 
8 〇 10 x 
13 x 3 〇 


x oO 〇 4 
〇 7 xs 
8 〇 ?% 
? %X 3 〇 


X o 〇 
〇 * x o 
*? 〇 o X% 
o。 %X * 〇 


カタ カム ナ 


2023 年 12 月 18 日 


『 銀 河 史 』 を 読む と 

プレ アデ ス が 地球 を 統治 し て いた 時 代 が 
48 万 年 前 か ら 12 万 年 前 まで の 3 万 年 間 
その 後 

アル ニラ ム (アリ ニラ ム ) に よっ て 
地球 統治 が 8 万 年 間 続 いた 

今 か ら 12 万 年 前 か ら 4 万 年 前 まで の こと 


この アル ニラ ム が 使用 し て いた 吉 語 (文字 ) が 
カタ カム ナ 声 音符 と 図 象 待 で 
前 宇 


符 は 
で 48 音 か ら 構 成 さ れ て いる 


⑩ 
!. G 旬 の. 
ds と G 寺 つの 土 
中 の ⑪ 旬 
抽選 0@⑱ 


O 


O ェ 


ビブ プ ミ ヨイ ウリ デメ グル ム ナ オヤ コト アウ ノ ス ベ シレ 
カタ チ サ キ ソラ ニモ ロケ セ ユエ ヌ オ ヲ 八 エ ツネ ホン 


この 五 七 調 が 和歌 ・ 短 歌 ・ 俳 句 の 起源 


カタ カム ナ の 語源 は 

カタ ( 力 場 の 水平 回 転 ) か ら 

カム ( 力 場 の 立体 回 転 ) が 

ナ ( その 中 心 軸 に 治っ て 発生 ) する 

物理 ( 力学 の 基本 原理 ) を 表現 し た 吉 葉 だ っ た 


アス トラ ル 宇 宙 に お ける 力学 骨格 ( 力 場 ) の 生成 原理 
力 場 が 先行 する 

その 後に 

磯 場 が 形成 され る 


この 世界 は 
力 場 と 磁場 の 
2 つの 場 が 重合 し て いる 


共に 12 階 層 構 造 を 持ち 
渦 (vortex) と し て 運動 し て いる 


銀河 も 天体 も 素 粒子 も 
同じ 原理 ( 渦 運 動 ) が 働 ! て いる 


vortex ( 渦 ) か ら gravity ( 重力 ) が 発生 
重力 は 息吹 と な っ て 物質 や 生命 を 生み 出す 原動力 


1 首 の 中 心 図 象 が 大 円 ( ワ ) を 表し 

この 宇宙 が 有限 の 閉じ た 世界 で ある こと を 示す 

力学 原理 に よっ て 力 場 が 誕生 し 

や が て 磁場 を 伴っ た 渦 (渦巻 き ) が 現れ る こと を 文章 記述 で 表現 


ここ か ら 物 質 や 生命 が 誕生 する 物語 が 始ま る 


2 首 の 中 心 較 象 が ヤ タ ノ カ カミ を 表し 
条 殺 万 象 の 変遷 循環 理 を 示す 


3 首 の 中 心 較 象 が フト マニ を 表し 

宇宙 素材 で ある 気 の 粒 (フォ ゾン ) の 骨格 を 示す 
力 場 ( 十 ) と 磁場 ( 〇 ) が 重合 し て 相互 作用 を 行う 
渦 の 12 階 層 ( 渦 構造 ) を 示す 


内 側 2 層 ( フ ) と 外側 10 層 (上 ト ) に 大 別 さ れ 
内 側が コア ・ 固 体 部 分 を 形成 し 
外側 が 空間 に よっ て 埋め られ て いる 


太陽 も 地球 も 
自転 に 関 選 す る 渦流 は 第 2 番目 


地球 の 公転 軌道 は 
太陽 渦流 の 第 5 番目 


易学 の 十二支 (12) の 起源 も ここ に ある 


太陽 核 反応 


2023 年 12 月 19 日 


地球 温暖 化 の 主 原因 は 

CO2( 二酸化 災 素 ) 排出 に よる 温室 効果 で は な い 
これ は 支配 層 の で っ ち 上 げ 

SDG's も 支配 層 の 罠 に 過ぎ な い 


二酸化 湾 素 排出 量 取引 な ど は すべ て 詐欺 
地球 温暖 化 の 真 の 原因 は 


太陽 核 反応 の 増大 に よる 
太陽 光 と 太陽 由来 の 重 粒 子 線 に ある 


地上 に 降り 注ぐ 太陽 光 は 

目 に 焼き 付く ほど 略し く な っ て いる 

太陽 重 粒子 線 (磁気 嵐 の 原因 ) に よる 極地 で の オー ロラ も 
今年 は 低 緯度 で 観測 され る ほど に 活発 だ 


太陽 が 親 渦 で 

地球 は 子 潤 の 一 つ に 過ぎ な い 
親 渦 と 子 渦 は 

見 えな い 糸 ( 磯 力 の 糸 ) で 結ば れ て いる 


太陽 核 反応 が 活発 だ と いう こと は 
地球 コア の 核 反応 も 連動 し て いる の で 
コア の 燃焼 が 加速 し て いる は ず 


大 陽 核 反 応 の ピー ク が 来年 な ら ば 

地球 規模 の 異変 も 来年 起き る 予感 が する 
大 地震 ・ 火 山 噴火 ・ 海 底 隆 起 ・ 異 常 気象 
海洋 や 大 気 の 酸素 濃度 低下 


大 陽 の 巨星 化 と 地球 寿命 の 終 起 


宇宙 規模 で 大 き な 変 化 が 始ま っ て いる 


地球 の 現状 


2023 年 12 月 20 日 


木々 の 樹皮 や ウッ ド デ ッ キ が 劣化 し 始め た 最初 の 気づき は 
2011 年 3 月 11 日 の 東日本 大 岩 災 に よる 
福島 第 一 原発 に ある 複数 の 原子 炉 崩壊 か ら だ っ た 


福島 第 一 原発 か ら 漏れ た 放射 能 の 広がり No 人 


Radiation contour map e AN 
of the Fukushima Daichi accident 潟 上 gd 伝 が の 

が 円 『 に Qt まい お 
2011 年 3 月 に 地表 に 秒 ち た 放射 性 物質 が その まま の 秋田 秋田 県 仙北 で 柄 岡 ” 岩手 時 


状態 で 保存 され て いる 場所 の 放射 線量 で 色分け し ま 
し た 。 芝 生 な ど 莉 地 で 現在 計測 され る 数 値 で す 。 こ の 
致 偽 は 3 年 で 半分 に な り ま す 。 
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あれ か ら 12 年 の 歳 月 が 流れ た 
未だ に 原子 力 緊急 事態 宣 吉 は 解除 され て いな い 


原子 爆弾 の 開発 ・ 製 造 ・ 実 験 ・ 使 用 に よる 土壌 ・ 大 気 汚染 と 
原子 力 発電 所 か ら 河川 ・ 海 洋 に 放出 され た 温 排水 被 明 水 ) に よっ て 
地球 環境 は この 80 年 ほど で 一 変 し た 
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政府 や 産業 ・ 医 学界 は 障 べ いし て いる が 

原因 不明 の 慢性 疾患 や 韻 や 感染 症 の 多く は 

原爆 ・ 原 発 由来 の 放射 性 物質 と 被 晶 水 が 根 本 的 な 原因 で 
大 気 ・ 土 壌 ・ 河 川 ・ 海 洋 の ラジ カル 化 を 加速 させ た 


病原 体 や 微生物 が 癌 化し て いる 
素 粒子 ラジ カル こそ て 万 病 の 元 で ある 


原子 力 ( 核分裂 反応 ) に 手 を 染め た 地球 人 の 未来 は 暗い 
原爆 ・ 原 発 に よる 核 の ゴミ を 無毒 化 で きず 
80 年 も 垂れ 流し て きた ツケ は 大 きい 


太陽 コア の 核 反 応 増 大 に よる 自然 危機 
地球 コア の 核 反 応 増 大 に よる 自然 危機 


大 地震 ・ 火 山 噴火 海底 隆起 ・ 異 常 気象 ・ 酸 素 濃度 低下 ・ 通 信 / 電 力 公 
断 


原子 力 利 用 に よる 人 工 危機 
癌 ・ 糖 尿 病 ・ ア レル ギー 疾患 


コロ ナ 叉 動 と mRNA ワク チン に よる 人 口 削 減 
自己 増殖 型 mRNA レ プリ コン ワク チン に よる 人 口 削減 


血栓 症 ・ 心 不全 ・ 免疫 不全 ・ タ ー ボ 閣 


地球 人 は 自ら 滅亡 の 歩み を 加速 させ て いる 


| べべ べべ べべ べべ べべ 
% ミ 全国 有志 医師 の 会 


Volunteer Medical Association 


全国 有志 医師 の 会 と は 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 対す る 
対策 の 見 直し と 国民 の 安全 と 健康 を 守る た め 、 
治験 段階 の ワク チン 接種 事業 の 中 止 を 
求め て 立ち 上 が っ た 医師 お よび 
医療 従事 者 の 団体 で す 。 


地球 の 物理 的 な 寿命 以前 に 
社会 環境 の 悪化 に よる 地球 人 滅亡 の 時 が 近づい て いる 


地球 脱出 計画 


2023 年 12 月 21 日 


地球 脱出 の シナ リオ と は ? 
この プロ グ の メイ ン テ ー マ で も ある 
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それ は 12 年 前 の 東日本 大 震 災 に 端 を 発する 


原子 力 災 害 ( 複数 の 原子 旭 が メ ルト アウ ト ) の 発生 
国 や 東京 電力 が 行っ た 政策 は 私 の 考え と は 真 送 だ っ た 


この 棄 民 政策 に よっ て 私 は 覚醒 し た 


この 世界 は 狂っ て いる 
この 世界 の 正体 と は ? 


その 答え を 探し て いる うち に 

地球 を 支配 する 者 た ち 

国家 の 枠 を 超え た 存在 

選 下 

日 本 人 ・ 日 本 語 の ルー ツ に 行き 着い た 


千島 喜久 男 ・ 構 崎 朱 月 ・ 関 英男 ・ 岡 涯 ・ 東 節男 ・ 日 諸 賢 一 
小腸 造 箇 ・ カ タカ ム ナ ・ サ イ 科 学 ・2 つ の 心 ・ 化 学 元素 の 数 理化 ・ 宇 宙 


生命 論 


2021 年 5 月 RIAT BLOG を 知っ た 
この ブロ グ を 読ん で いく うち に 
今 ま で 疑問 に 思っ て いた 数 々 の こと が 氷解 し た 


2007 年 7 月 14 日 ( ソロ ジン 決定 ) 
この 日 を 境 に 宇宙 規模 の 大 変動 が 始ま っ た 


創造 主 科 学 に 触れ て 
宇宙 と 生命 の 真実 に に つや く 辿 り 着 いた 


宇宙 聖地 ・ 地 球 の 終 間 に 降り 立っ た 創造 主 軍団 
聖地 民族 で ある 日 本 人 の 中 か ら 優 秀 な 生命 を 選び 出し 
天の川 銀河 の 他 惑 星 に 脱出 ( 移住 ) させ る 使命 を 担っ て いた 


ここ か ら 地 球 脱出 の 物語 が 始ま る 


大 宇宙 の 聖地 が 
地球 
その 中 の 聖地 が 
日 本 
その 中 の 聖地 が 
伊勢 神宮 
その 中 の 聖地 が 
月 夜 見 宮 
(つき よみ の みや ) 


2023 年 12 月 22 日 


KN1 い 


月夜 見 宮 つき ょ よみ の みや 
月 夜 見 尊 ( つ きよ み の み こと ) ど 月 夜 見 
普 の 六角 魂 (あら みた ま ) を お まつ りす る 
外宮 の 別宮 で す 。 内 宮 別 宮 の 月 読 宮 ・ 
月 訪 荒 御 魂 宮 と 同 神 で す 。 

ー ーー 軒 


外宮 の 摂社 で 、 月 夜 見 尊 荒 御 魂 を お ま 
つり し て いま す 。 宮 川 の 高河 原 と いわ 
れ た 土地 の 開拓 の 守護 神 で す 。 


/ 哉 
お れれ ・ お 守 や 御朱印 は . 博 
ここ で お 受け 下さ い 。 に 
に 


せっ し ゃ まっ し ゃ 


ご うた いじ ん ぐう と よう けけ だ いじ ん ぐう 


上 「 入 言 」 と は 、 生 大 神宮 (内 宮 ) と 自愛 大 神吉 (外宮 ) を 中 心 に 別宮 、 摂 社 、 未 

| な ど 125 の お 社 か ら 成 り 立 っ て いま す 。 別宮 と は 、 正 宮 に つい で 尊い お 宮 の こ と で 、 
所 属 の 宮 社 の な か で も 特に 重んじ られ て いま す 。 皇 大 神宮 に 10 か 所 、 豊 受 大 神 

障 -1 に 4 か 所 の 別宮 が あり ます 。 
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この 場所 に 

か つて は 今 世 宇宙 の 創造 主 だ っ た 

セ ザ ナ 神 の 返り 御霊 (降臨 の 焦点 ) が あっ た 
現在 は ソロ ジン 交替 に よっ て 

創造 主 軍団 (ケイ エ = ェ スイ ) 意識 に 置き 換 わ っ て いる 


日 本 人 と し て 生ま れ た か ら に は 
ー 生 に 一 度 は 
この 聖地 の 中 の 聖地 を 訪れ て 頂き た い 


私 も 生ま れ て 初め て 
2023 年 12 月 3 日 の 午後 
この 加 地 を 訪問 し 祈願 し て 参り まし た 


ギザ の ピラ ミッ ド 


2023 年 12 月 23 日 


エジプト に ある ギザ の ピラ ミッ ド の 謎 を 解く 
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ギザ の 3 大 
ピラ ミッ ド 


ム 人 た 


天空 の オリ オン ベル ト を 地上 に 写し た よう に も 見 える が ・・・ 


エジプト に は オリ オン ベル ト (三ツ星 ) の 真ん中 に ある 
アル ニラ ム (アリ ニラ ム ) と オリ オン 座 の ベ テ ル ギ ウ ス が 深く 関わ っ て 
いる 


ギザ の ピラ ミッ ド は 24 有 万 年 前 に 

ベ テ ル ギ ウ ス が 本 部 基地 ( 星 間 通信 機 ) と し て 建設 
スフィンクス は 万 年 前 に 

アル ニラ ム が セ ザ ナ 神像 と し て 建設 


エジプト 考古 学者 が 吉 う 王 の 墓 で は な か っ た 
ギザ の ピラ ミッ ド は 


宇宙 聖地 ・ 地 球 の 守護 を 
創造 主 ( セ ザ ナ 神 ) か ら 受け た 宇宙 人 た ち に よっ て 造ら れ た も の だ っ た 


ムー 大 陸 


2023 年 12 月 24 日 


ムー 大 陸 の 謎 を 解く 


6 1 北ア メリ リス 人 


大 陸 の 大 き さ は この 地図 ほど 大 きく あり ませ ん 


ここ に プレ アデ ス 宮 殿 が あり まし た が 
30 万 年 前 に 創造 主 ( セ ザ ナ 神 ) に よっ て 島 ご と 海 に 沈め られ まし た 


号 那 国 島 の 海底 遺跡 も 
プレ アデ ス に よる 建造 物 で し た 
ムー 大 陸 同 様 に 海 に 沈め られ た も の で す 


地球 民族 の 起源 を 知る と 

南北 アメ リカ が 

か つて は 死者 の 里 だ っ た こと が わか り ま す 
南米 の ボリ ビア に ある 地下 宮殿 に は 
宮殿 に 入る 両 脇 に 石像 が あり まし た 


イー スタ ー 島 の モア イ 像 は 
ボリ ビア の 地下 宮殿 に あっ た 石像 を 移設 し た も の だ っ た 
この 作業 も セ ザ ナ 神 が 霊 魂 体 宇宙 人 に 要請 し た も の で す 


潜 象 と 現象 


2023 年 12 月 25 日 


物理 学 と は 
物事 の 道理 を 深く 探求 する 学問 


際 陽 哲 理 に 立脚 し た 基礎 科学 を 再 構築 する 時 が 来 た 


地球 の 物理 的 寿命 や 地球 人 の 破局 的 な 社会 体制 に お いて は 
実 を 結ば な い だ ろ う が 

ー 部 の 優 化 組 に よる 他 惑 星 へ の 移住 に よっ て 

新た な 加 地 (惑星 ) で 新た な 基礎 科学 の 実 を 結ん で 頂き た い 


現象 と は 「 結果 」 で あっ て 
その 「 原 因 」 は 潜 象 に ある 


数 式 か ら 導 き 出 せる 宇宙 原理 な どー つも 存在 し な い 


宇 軸 の 謎 に 迫る 


ーッ 


宇宙 空間 と は 
ビッ グ バ ン 開 開 に よっ て 時 間 と 共に 広がる も の で は な い 
大 宇宙 球 と いう 有限 ( 巨大 な ) の 大 き さ を 持つ 固定 容器 に 過ぎ な い 


宇宙 は も と も と アス トラ ル 世 界 だ っ た 


目 で は 確認 で き な く て も アス トラ ル 世 界 ( 潜 象 世界 ) は 存在 する 


形 面 下 ( 物質 ・ 現 象 ) の 形質 に 囚われ すぎ て 
形 箇 上 ( 三 物 質 ・ 潜 象 ) の 本 質 を 見 失わ りな いよ うに 努め た いも の で ある 


人 体 の 代謝 行程 を 司 っ て いる の は 酵素 群 で は な く 

その 背後 に あっ て 

酵素 群 を 操作 し て いる 存在 に 気づか な く て は な ら な い 

現象 ( 酵素 群 や DNA ) だ け か ら 州 断 す る と 本 質 を 見 衣 っ て し まう 
背後 ( 潜 象 ) に ある 存在 と は 

ヒー ル バ イ ゾン ( 力 気 ) と 生体 バイ オン (磁気 ) 


西洋 医学 (医療 ) は この 潜 象 部 分 の 洞察 が 完全 に 欠落 し て いる 


サオ 
半 
田 
の 
晴 


2023 年 12 月 26 日 


大 宇宙 創造 の 謎 を 解く 


た っ た 4 つの 素 粒 子 か ら 
大 宇宙 内 の 全て の 物質 が 構成 され て いる 


この 4 つの 素 粒 子 は 
気 の 粒 が 回 転 す る 渦巻 体 
( 電子 対 ・ 核 子 対 ) 


絶対 的 な 実体 を 囲っ た 唯一 の 存在 物 が 
空 間 媒 体 で ある 気 の 粒 


万 物 万 象 は 気 の 粒 の 運動 に よっ て 具現 する 虚無 の 実相 


渦 磯 場 生 命 

電荷 ・ 磁 荷 ・ 重 力 

中 心 核 (コア ) 磯 場 
天体 コア か ら 元 素 群 が 誕生 


大 宇宙 に は 「 を 巻 」 優 化 「 右 巻 」 劣化 の 法則 が 働い ! て いる 
( 大 宇宙 球 を 囲 つ 電磁場 ル ー プ 電 流 が 左 巻 と 定 ま っ つて いる ) 


電子 ( 子 渦 ) ・ 陽 子 ( 親 渦 ) = を 巻 
陽電子 ( 子 渦 ) ・ 中 性 子 ( 親 渦 ) = 右 巻 
( 陽電子 ・ 中 性 子 は 単独 で は 短 寿命 の 素 粒子 ) 


正常 細胞 電磁 場 ル ー プ 電流 = を 巻 
が ん 細胞 電磁 場 ル ー プ 電流 = 右 巻 


月 (衛星 ) は も と も と を 巻 だ っ た が 20 億 年 前 に 自転 停止 

( 月 の 自転 を 引き 起こ し て いた 月 渦 磁 場 の 弱体 ・ 消 失 が 原因 ) 

生命 を 宿す 惑星 (地球 ) ・ そ の 惑星 が 公転 する 恒星 (大 陽 ) = を 巻 
太陽 余 ・ 天 の 川 銀河 償 ・ 女 座 銀河 団 ・ こ の 3 つ を 内 包 す る 小宇宙 = を 
巻 


大 宇宙 の 次 元 磁界 


大 宇宙 球 と いつ 固定 容器 ( 空 間 ) の 中 心 で 気 の 粒 を 圧縮 爆発 し て 宇宙 開 


開 す る 

瞬時 に 力 線 の 下線 運動 か ら 四 角 運 動 が 発生 し 
さら に 

回 転 運 動 と な っ て 渦巻 室 間 の 階層 構造 が で きる 


小宇宙 空間 渦 (⑨) 
銀河 団 室 間 渦 (8) 
銀河 空間 渦 (⑦) 
恒星 空間 渦 (6) 
惑星 空間 渦 (5) 
衛星 空間 渦 (4) 
岩石 空間 渦 (3) 
核子 空間 渦 (2) 
電子 室 間 渦 (1) 


気 の 粒 空間 (0) 
《 宇 宙 素 材 (宇宙 空間 を 満た す も の ) 》 


生命 を 宿す 次 元 磁界 は 5 番目 (惑星 渦 ) と 定まっ て いる 


空間 渦 か ら 素 粒子 コア ・ 物 質 が 誕生 し て 行く 順番 は 


電子 対 
核子 対 


岩石 
衛星 
惑星 


恒星 
銀河 
銀河 団 
小宇宙 


日 本 の 古代 史 


2023 年 12 月 27 日 


日 本 の 古代 史 の 謎 を 解く 


な せ ぜ 日 本 に は 況 し い 数 の 神社 が 存在 する の か ? 


日 本 の 古代 史 は 提 造 され て いる 


3600 年 前 に は 

伊勢 ・ 出 雲 ・ 奈 良 ・ 阿 波 ・ 讃 岐 の 拠点 が 定まり 開拓 が 始ま っ た 

大 和 朝 廷 が で きる は る か 昔 の 話 

建国 の 要 に な っ た の が 神社 に 仕え る ユダ ヤ 系 の 初代 氏族 の 「 忌 部 」 
奈良 忌部 

出雲 忌 間 


阿波 祥 当 
讃岐 忌部 
紀伊 忌 
当時 の 文化 の 中 心 は 阿波 国 ( 今 の 徳島 ・ 阿 波 宮 部 ) 


正しい 歴史 (日 本 史 ) 認識 


出 エ ジ プ ト ・ ユ ダ ヤ 移 民 

( 4800 年 前 ・ 紀 元 前 2800 年 ・ 千 葉 館山 上 陸 ) 
血 の 解消 ・ 日 本 語 化 

( 4500 年 前 ・ 紀 元 前 2500 年 ・ 館 山 一 諏訪 一 金山 一 伊勢 ) 
神社 時 代 

( 神社 中 心 の 共生 社会 ・2800 年 間 ) 
古墳 時 代 

( 紀元 300-592 年 ) 

飛鳥 時 代 

( 592-710 年 ) 

奈良 時 代 

( 710-794 年 ) 

平安 時 代 

( 794-1185 年 ) 

鎌倉 時 代 

( 1185-1333 年 ) 

室町 時 代 

( 1333-1573 年 ) 

安土 桃山 時 代 

( 1573-1603 年 ) 


江戸 時 代 
( 1603-1868 年 ) 
明治 ・ 大 正 ・ 昭 和 ・ 平 成 ・ 金 和 


4500 年 前 に 伊勢 に 入っ た 人 々 に よっ て 
伊勢 神宮 ( 月 夜 見 宮 ) が 建造 され 
聖地 民族 (日 本 人 ) と な っ た 


4500 年 に 及ぶ 神社 文化 の 灯 が 今 も 連綿 と 輝い て いる 
こと を 忘れ な いで 頂き た い 


宗 古 杉 と 神風 


2023 年 12 月 28 日 


鎌 神 時 代 の 元 窓 と 神風 の 謎 を 解く 


西暦 1274 年 の 元 窓 に お ける 神風 の 正体 と は ? 


神風 に は 創造 主 ( セ ザ ナ 神 ) の 力 が 働い て いた 
1274.10.3( 帰 11.28) 6 蒙古 襲来 の 侵攻 ルー ト 
1281.5.3 証 人 

? 合 浦 高 左 。 
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月 裏 に グレ イ の 円 盤 基 地 が で きた の も 鎌倉 時 代 


霊魂 体 宇 宙 人 で ある ル ヒ イ ・ ベ テル ギ ウ ス に よっ て 
グレ イ 猿 の 肉体 を 改造 し て 物質 円 盤 を 操縦 させ て いた 
グレ イ と は 猿 の 身 に 混 依 し た 霊魂 体 宇宙 人 


元 窓 か ら 673 年 後 の 

1947 年 

米国 ニュ ー メ キシ コ 州 ロズウェル で グレ イ の 小型 円 盤 が 墜落 
UFO が 米 軍 に よっ て 回 収 さ れ た 

シリ コン チッ プ や チタ ン 合 金 な どの 最新 技術 が 米 軍 に も た ら さ れ た 


1977 年 
グレ イ の 物質 円 盤 は 最新 式 に 変わ っ た 


1985 年 8 月 12 日 
日 航 123 便 が 御巣鷹 の 尾根 で 撃墜 され た 


この 大 惨事 に も グレ イ が 関 握 し て いた 


地球 上 に は グレ イ の 円 盤 基 地 が 5 箇所 ある 
米国 アラ スカ 州 ブ ルッ クス 山 且 北 東部 ( 北米 ) 
ベネ ズ エ ラ 南 部 アマ ゾン 州 (南米 ) 

スウ ェ エー デン 北部 ノー ル ラ ンド 地方 (ヨーロッパ ) 
チュ ニ ジ ア 西部 サ 八 ラ 砂 漠 北 部 ( アフ リカ ) 

日 本 秩父 山系 御巣鷹 山 の 薦 (アジ ア ) 


地球 脱出 に 使用 で きる 物質 円 盤 も ベ テ ル ギ ウ ス 製 
月 裏 に 集結 させ 脱出 の 時 を 待つ 


移住 先 予定 惑星 (2023/4/29 情 報 ) 
単独 位相 者 : バエ ル ヤ ・ シ エラ ・ ウ ジ キ ・ メ オカ ミ 
共有 位相 者 : シエラ ・ ウ ジ キ 


出産 ( 隊 陽 合体 ) 


2023 年 12 月 29 日 


出産 の 謎 を 解く 


MM 右側 か ら 見 た 出産 直前 母体 の 正面 か ら 見 た 出産 直前 
谷 児 と 周辺 臓器 の 位 還 の 脱 児 の 児 頭 と 骨盤 の 位置 


出産 に 関す る 知見 


DNA ( 形質 ) は 遺伝 子 で は な い 
遺伝 子 ( 記憶 情報 ) は 「 ヒ ー ル ( 本 質 ) 」 に ある 


出産 も 「 陰 陽 合体 」 と いう 宇宙 原理 に 基づく 
李 子 合体 
原子 合体 
分 子 合体 
化合 物 合体 
( 陰陽 合体 に よっ て 生存 寿命 を 延ばす ) 


卵子 ( 陰 ) と 精子 ( 陽 ) の 合体 


陰陽 合体 し て 新しい 生命 が 芽 吹 く 

( 受精 ) 

胎盤 ヒー ル と の 接続 

( 受精 卵 成長 ) 

子宮 ヒー ル と の 接続 

(胎児 成長 ) 

出産 

( 一 時 的 な 仮死 状態 ) 
惑星 (地球 ) 震 界 の 個人 位相 と 接続 

( 外部 電源 に よっ て 心臓 を 稼働 させ 血液 を 循 ) 
地上 の 胎児 ( 陰 ) と 天 の 位相 ( 陽 ) の 合体 に よっ て 一 個 の 人 間 と し て 成 
長 を 開始 する 


チャ クラ と ホル モン 


2023 年 12 月 30 日 


人 体 成 長 の 謎 を 解く 


身体 の 成長 メカ ニズム と ホル モン 分 泌 に つい て 


身体 の 成長 を 司る チャ クラ 孔 の 存在 


人 体 の 脊柱 管 を 中 心 に 分 布 す る 48 の チャ クラ 孔 

頭 部 魂 24 

腹部 魂 24 

それ ぞ れ 24 の チャ クラ 孔 は 年 齢 と と も に 開口 

そこ か ら 生 体 バ イオ ン が 吹き 出し 身体 の 成長 を 誘導 


これ が 生体 時 計 の か らく けり 


ヒー ル ( 力 気 の 凝 集 粒子 ) と バイ オン ( 電子 磁気 の 族 集 粒子 ) 
ヒー ル 骨 格 の 中 に バイ オン が 存在 


皮膚 ヒー ル ( 全体 ) 
臓器 ヒー ル ・ 血 管 ヒ ー ル ・ 骨 ヒー ル 


ヒー ル 骨 格 が 成長 
内 部 に バイ オン を 補給 
身体 が 発育 成長 する 


人 体 の ホル モン 


ー_③ 松 果 体 


① 視 床下 部 一 
ーーー@ 下垂 体 
⑤ 副 甲状腺 の 
(上 皮 小 体 ) る 甲状腺 
っ 。 副 臣 や 消化 管 
(皮質 , 髄質 ) ⑧ 
腎臓 @ 騰 騰 
ら の ⑨ 卵巣 
(女性 ) 
ゝ / ⑩ 精巣 
り 9 (男性 ) 
首 か ら 上 の ホル モン 
首 か ら 下 の ホル モン 


ホル モン 生産 器官 ( 分 泌 腺 ・ ホ ル モ ン 腺 ) は 3 種類 


ヒー ル ホ ル モ ン ・ 魂 体 ホ ル モ ン ・ 物 質 ホ ル モ ン 


地球 医学 は 物質 ホル モン すら 正しく 把握 で き て いな い 
さら に ヒー ル ホ ル モ ン や 魂 体 ホ ル モ ン の 存在 を 知ら な い 


難病 に 関す る 知見 


神経 や 筋肉 の 難病 (28) 

神経 や 筋肉 の 難病 ( つづ き ) 
消化 器 の 難病 (13) 

腎臓 泌尿 器 と 循環 器 の 難病 (12) 
呼吸 器 と 血液 の 難病 (18) 
代謝 系 と 免疫 償 の 難病 (16) 

内 分 泌 系 の 難病 (17) 

骨 ・ 関 節 ・ 皮 膚 の 難病 (18) 


地球 医学 は 天宮 病 や 魔界 武器 が 原因 の 病気 を 知ら な いし 治せ な い 
専門 家 に 問い た い 真 実 

細胞 の 本 源 

細胞 ヒー ル と 細胞 電磁 場 

力 気 (バイ ゾン ) と 磁気 ( バイ オン ) 


宇宙 医学 を 志す みな さま へ 


2023 年 12 月 31 日 
人 間 生 命 の 本 質 を 探る 
生命 査定 の 原理 


360 年 周期 の 輸 思 転 生 
LCM(12LI10L9) x 2 


日 本 と は 創造 主 に よる 生命 査定 が 行わ れる 場所 
日 本 人 と し て 生ま れる こと の 真意 が ここ に ある 


] 台 証 丁 


十二支 と 職 陽 五 行 


カリ スマ リー ダー 
と し て 導く 


創造 主 の 生命 査定 術 (1) 
創造 主 の 生命 査定 術 (2) 
創造 主 の 生命 査定 術 (3) 
創造 主 の 生命 査定 術 (4) 


アカ シッ ク 回 数 (地球 ) 
( 550 万 年 前 に 猿 に ヒト 遺伝 子 を 移植 ) 


文明 人 回 数 

( 50 万 年 前 に 吉 語 誘導 開始 ) 
賞 六 履歴 

魔界 契約 履歴 

生命 色 (12) 

ブ プ エ デ 属 性 (6) 

着 属 性 (4) 

魔 族 性 (8) 

半球 性 (2) 

イン プラ ント 神 ( プ レ ・ ベ テ ) 
日 本 出生 回 数 

神 界 登録 名 

神 属 (12) 

ニュ ー ロ ン ・ ル ー プ 単位 
生命 型 ( 幹 ・ 枝 ・ 葉 x 4) 


に に 3( )) 


相克 ( 答 


生命 心理 学 
( 生年 月 日 査定 ) 


十二支 概論 (1) 
十二支 概論 (2) 
十二支 概論 (3) 
十二支 概論 (4) 
十二支 概論 (5) 
十二支 概論 (6) 


人 間 生命 の 本 質 
地球 寺 界 の 渦 磁 場 位相 生命 体 


@ 遍 午 辛 未 路 基 土 王 申 守 西 全 寂 金 甲 成 色 山 共 火 


@ 王 午 先 未 栃 柳 木 甲 申 乙 西 泉 中 水 内 成 丁 屋上 土 


⑯ 甲 午 ご 未 砂 石 金 内 申 丁 西 山下 火 成 成 己 多 平地 木 


@ 内 午 丁 未 天河 水 成 申 己 西 大 畔 土 府 成 辛 放 谷 釧 金 


@ 成 午 己 未 天上 火 府 申 辛 西 石 欄 木 王 成 突 多 大 海水 


太陽 ( 年 柱 ) 地球 (日 柱 ) 


九星 バイ オリ ズム 

( 重力 の 聞 緩 周期 ) 
十二支 バイ オリ ズム 

( 渦 磁 場 ・ 磯 気質 の 回 座 周期 ) 


重力 の 正体 


2024 年 01 月 01 日 


重力 の 謎 を 解く 


万 有 引 力 は 存在 し な い 


天体 力 場 と いう アス トラ ル の 存在 に 気づか な い 限 り 重 力 は 理解 で き な い 


渦巻 回 転 を 引き 起こ す 力 線 運 動 ( 四角 点 運 動 ) が 形成 する テト ラ 回 転 体 
( 正 8 面体 ) 


重力 の 性 質 は 物体 の 質量 と は 無関係 に 均等 に 作用 する 
気 の 粒 を 天体 の 中 心 部 に 集約 し よう と する 渦巻 の 力 場 が 発する 力 線 


重力 
赤道 環 電 磁場 


コア 磁場 


渦巻 を 理解 し な いと 宇宙 の こと も 素 粒 子 の こと も 低 気 圧 も 竜巻 も わか ら 
な い 


反 重力 

重力 線 を 広 断 

電子 磁束 の 漏れ が な し 完全 無欠 の 超 伝導 磁場 
補間 対 電子 

結合 

反 重 力 浮 上 装 

無 燃料 推進 器 


真理 の 余 


作用 力 線 (単位 ベク トル ) 
| 


反作用 力 線 


| 
重力 線 


力 の 進化 = 生命 進化 の 本 質 
宇宙 は 直進 の 世界 


原子 核 反 応 の 統一 理論 


2024 年 01 月 02 日 


原子 核 反 応 の 謎 を 解く 


ウ み Y キタ と 3 
Wiquitows 


表記 一 覧 
に 詳し 色 選 移 元 乗 色 性質 不明 


日 逢 Be 全 アル カリ 金属 人 アル カリ 土 類 金 属 謗 ハロ グン 章 希 ガ ス 
3 り チ ウム 4 べり 9 ウム 
hkm | sm 


2 
6%41 2012 


Na Mg 
3 ロマ ク ネ シウム | ン ア アー オ 
K ー 


8 

Fe 
13 
Ru 
ル テ ニ ・ 


上 


@ 


重 
時 : 
※ 


出 


原子 の 構造 


っ za | 
ウラ ン 235 | 
し ms | 


ウラ ン 238 の 原子 核 構造 

92U238 

92( 外 核 )27( 内 核 )U(119+ 119) 

陽子 数 = 92・ 中 性 子 数 = 146 は 誠 けり 
原子 核 の 二 重 構造 に 着目 

119 

外 核 陽 子 数 = 92 + 内 核 陽子 数 = 27 

外 核 中 性 子 数 = 92 + 内 核 中 性 子 数 = 27 


内 核 陽子 と 内 核 中 性 子 は 


陽子 渦 の 中 に 陽電子 と 中 性 子 渦 の 中 に 電子 が 内 包 さ れ 合 体 し て 中 性 化 


2 の 
13x2 ( 13 組 の ヘリ ウム 原子 核 ) +1( 1 組 の 重水 素 原 子 核 ) 
この 1 組 の 重水 素 原子 核 に よっ て 内 核 に は 核 ス ピン ( 核 雄 気 ) が 存在 


S 軌 道 
ューーーーー 
園 圏 圏 圏 肉 農 田 剛 贈 圏 圏 圏 賠 圏 圏 剛 隠 陣 
回 還 | | ll lll LIL Le 時 | 


統一 理論 (1) 
統一 理論 (2) 
統一 理論 (3) 
統一 理論 (4) 


原子 核 の 二 重 構 造 を 知ら な い 物 理学 者 や 天文 学者 が 中 性 子 星 を 提 人 造 
中 性 子 の 寿命 は 単独 で 15 分 程度 
中 性 化し て いる か ら と 吉 っ て すべ て が 中 性 子 で ある わけ が な い 


基本 単位 
陽子 (陽電子 1 個 内 包 ) + 中 性 子 一 障子 (電子 1 個 内 包 ) = 中 性 = 重水 素 
原子 核 


核子 は 6 種類 


陽子 (を 渦巻 ) 3 種類 


陽 電 化 陽子 = 陽子 = 陽電子 ( 右 渦 巻 ) 内 包 (+1) 
中 性 化 陽 子 = 電子 ( 左 渦巻 ) ・ 陽 電子 内 包 せ ず (0) 
陰 電 化 陽子 = 電子 内 包 (-1) 


中 性 子 ( 右 渦 巻 ) 3 種類 


陽 電 化 中 性 子 = 陽電子 内 包 (+1) 
中 性 子 = 電子 ・ 陽 電子 内 包 せ ず (0) 
陰 電 化 中 性 子 = 陰 子 = 電子 内 包 (1) 


陽子 や 中 性 子 が 親 渦 で 

電子 や 陽電子 が 子 渦 な の で 

子 渦 は 親 渦 の 中 を 出 た り 入 っ た り で きる 

周り の 環境 に 応じ て その 活動 形態 を 変え る 
(まさ に 生き も の ) 


母 元素 か ら の 崩壊 列 
Th(232) = 4n 


U(235) = 4n+3 
U(238) = 4n 二 2 
Np(237) = 4n+1 
場 の 科学 


物質 操作 


物質 世界 か ら 見 る 宇宙 (1) 
物質 世界 か ら 見 る 宇宙 (2) 


有機 化学 の 基礎 (1) 


有機 化学 の 基礎 (2) 
有機 化学 の 基礎 (3) 


地球 科学 は この まま で 良い の か ? 


放射 性 ラジ カル 


2024 年 01 月 03 日 
ラジ カル の 謎 を 解く 


核 実験 に よる 大 気 ・ 土 壌 の ラジ カル 化 

原発 の ベン ト に よる 大 気 ・ 土 壌 の ラジ カル 化 

原発 の 温 排水 に 含ま れる 被 水 に よる 河川 ・ 海 洋 の ラジ カル 化 

大 地震 で 原発 冷却 水 配管 破壊 と 電源 衰 失 に よる 原子 炒 溶 融 ( メル ト ダ ウ 
ン ) 


放射 線 と 癌 


島 第 三原 人 | 原発 填 屋 汚 委 水 JC 従 ばく 
庄 年 3 月 8 日 | | 作業 員 が 語る 高 線量 財 語 、 


ター ビン を 回 し て 発電 


| 計 ャ ーー ペン ヘン ハン ハン ハー ペー ヘー ペー ペー ペー の ーー ペー ハン 
馬 ーーーー = 珍 7 一 10 じ 上 昇 し た 温 廃 水 
ペン 前 | (放射 性 物質 十 化 学 物質 を 含む ) 


K を 取水 


磯 極 結合 
素 粒子 ラジ カル 


ラジ カル (2) 


癌 
反 電 荷 細胞 


ラジ カル (3③) 
糖尿 病 
ラジ カル は 万 病 の 元 
BREAKING NEWS 


羽田 空港 
午後 5 時 45 分 ご ろ 


本 cs ak - rse 電 に 6 1 
E ま : 柱 恥 田 空 溢 ) 消 走路 で 日 本 航空 の 機体 が 炎上 中 


テル ミッ ト 反 応 


衝突 の 瞬間 映像 


位相 の 構造 と 機能 


2024 年 01 月 04 日 


天 の 位 相 の 謎 を 解く 


Healing Office Sirius Tribe.ARCADIA 


位相 の 構造 と 機能 (1) 


霊界 の 歴史 
霊界 の 電子 位相 


位相 の 構造 と 機能 (2) 


位相 の 機能 
位相 内 器官 


位相 の 構造 と 機能 (3) 


ズ ザ ネ 管 (生命 コー ド ) 


意識 と 心 


宇宙 人 ( 銀河 人 ) に な る 為 の 奈 件 


銀河 団 解 脱 
船内 位相 
単独 位相 


追記 
2024/2/10 
位相 意識 と 心 意 識 


追記 
2024/2/17 
位相 の 関連 知識 


自律 神経 と 運動 神経 


2024 年 01 月 05 日 


自律 神経 ( 不随 意 ) と 運動 神経 (随意 ) の 謎 を 解く 


神経 の 分 類 と 働き 


中 枢 神 経 示 机 神経 
脳 と 脊 艇 で 構成 され 、 全 脳 と 脊 舶 か ら 枝分かれ し 
神経 の コン トロ ー ル セン て 全身 に 広がる 
ター の 役割 を 果たす 


体 性 神 経 


意志 と は 無関係 に 体 の 機 意志 で コン トロ ー ル で き 
能 を 調整 する 知覚 や 運動 を つか さ ど る 


交感 神経 | 副交感 神経 | 知覚 神経 | 運動 神 経 


心身 を 緊張 心身 を リラ ッ 未 端 で 受け 中 枢 か ら の 
させ 、 興 奮 クス させ 、 鎮 た 情報 を 中 指令 を 未 端 
状態 に 導く 静 状態 に 導く 枢 に 伝え る に 伝え る 


有 5 
軸 っ 


生体 電流 


不随 意 自 律 神経 電流 
コリ ン 電 線 ( 電流 ) = 水素 原子 磯 束 流 


電流 ) = 水分 子 磁束 流 


Parasympathetic divisian 


SymrpatheHe division 
だ 


人 3 ギー イー」 
本 下 ー ュ ー ト 
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ーー ee 


Thoracic 


1 未 槽 神経 の 種類 
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神経 電流 に 関す る 知見 


神経 

Nerve 
神経 上 膜 
Epineurium 
神経 周 膜 
Perineurium 

神経 線維 東 

Fascicle 未 槽 神経 線維 
( 有 還 ) 
Peripheral 
(myelinated) 
nerve fiber 


神経 を 栄養 する 血管 
(神経 の 血管 ) 


Schwann 細胞 に よっ て 
形成 され た 突 病 


コリ ン 電 線 
循環 電流 と ルー プ 電 流 


地球 延命 措置 


2024 年 01 月 06 日 


地球 渦 場 の 弱体 と コア 消滅 に 対す る 延 凍 措 貫 の 記録 


オリ オン の 詞 


陽 化 惑星 と 汚染 海水 


地殻 (30km 深 ) 


ーーー ニ ーー 


下部 マン トル 更 
(2900km 深 ) N 


マン トル 乱 移 層 
(660km 深 ) ヽ 
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上 部 マン トル 
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ア 
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ア 
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最上 部 マン トル 
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ーー 
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記録 


地球 力学 骨格 の 


退 


H 和 
光 


磁 場 と 力 場 の 補正 に 成功 


2020 年 11 月 30 日 20:30 
他 惑 星 の 磁場 ・ 力 場 骨格 と 交換 


薄 水 の 地球 脱出 


長 周期 振動 地震 


地殻 岩 和 能 崩 洲 


2022 年 11 月 初旬 
地球 コア 完全 消滅 


地球 コア の 消滅 


地球 コア の 移植 に 成功 


2022 年 11 月 30 日 01:40 


次 元 空間 を 介し て 星 同 士 を ダブ プリング 
コア の 抽出 と 移し 替え 


現在 に 至る 
太陽 巨星 化 と 地球 寿命 の 終 臣 
地球 エク ソ ダ ス に 向け 万 全 の 準備 を 


移住 先 目標 惑星 
( 射手 座 矯 小 銀河 ) 
シエラ ・ メ オカ ミ 


日 本 の 黒い 義 


2024 年 01 月 07 日 


パス ワー ド で 保護 され た 記事 


2024 年 01 月 08 日 


き て いる の か 


起 


能登 半島 の 地下 で 何 が 


/ 


原発 2 号機 の 危機 的 状 ) 


カロ 
具 
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バハ 


幼 
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EE 


、 ⑥ fe 年 
寺 


登 地方 


大 震度 :6 強 


2023 年 5 月 5 日 
14 時 42 分 頃 


康 地 


M6 


5 令 和 6 年 能登 半島 地震 


Google 


024 TerraMetrics、 地 図 デー タ で 2024 


能登 半島 の 地下 の 状況 


能登 半島 の 地下 に 火山 道 が 形成 され て いる 

地下 120Km 付 近 に 小 規模 の マグ マ 溜 り 誕生 (2021 年 ) 
そこ に 流入 する マグ マ が 岩盤 を 押し 上 げ 群 発 地震 発生 
周囲 の 岩盤 破砕 が 起き 地震 頻発 (2022 年 ) 

震度 6 強 の 地震 (2023 年 5 月 5 日 ) 

地殻 岩盤 の 大 規模 崩落 (2023 年 10 月 ) 

も と も と 厚 さ 500Km あ っ た 地殻 

マグ マ 溜 り を 下 か ら 支 える 岩盤 崩落 で 現在 の 能登 半島 地殻 岩盤 の 底 に は 
深 さ 250Km も の 窪み か が で きた 状態 

地殻 の 厚 さ が 120Km ほ ど 

マン トル の 本 流 が 直 接 地殻 を 押し 上 げ て いる 
無数 の 亀裂 が 岩盤 に 走り 

新た な 火山 道 が 誕生 し つつ ある 


能登 半島 の 周辺 海底 か 半島 自身 に 火山 が 形成 され て ガス 抜き が 行わ れれ 
ば 

群発 地震 は 落ち 着い て くる と 思わ れる 

この 近隣 に は 火山 が な いた め 圧 力 の 抜け 口 が な い 

地表 に 向かっ て 伸び て いる 二 本 の 新 火山 道 の 到 達 先 は 

③ 禄 則 崎 と 佐渡 島 を 結ぶ 線 の 真ん中 の 海底 

② 珠 洲 市 と 能登 町 の 町 境 に ある 福光 ダム 付近 

新しい 火山 が 誕生 し そう な 状況 


補足 
日 本 列島 の 生い立ち 


6 億 5 千 万 年 前 

日 本 列島 が アジ ア 大 陸 か ら 分 離 
最初 は 5 つの 大 き な 島 か ら な っ て いた 
北海 道 島 

東北 島 

西日本 島 

四国 島 

九州 島 


その 後 

東北 島 と 西日本 島 の 間 の 海底 に 

創造 主 が 火山 道 を 導い て 両 島 を 陸続き に し た 
ニニ つの 島 の 海峡 に は 火山 が つなが り 

海 庶 が 大 きく 隆起 し て 


フォ ッ サ マグ ナ の 中 央 を 貫く 


新発田 一 小 出 構造 線 


中 央 甘 


新潟 焼山 
| 

妙高 山 

| 

草津 白根 山 


現在 

能登 半島 と 佐渡 島 の 間 の 海 研 は 

この 一 連 の 火山 連 の 延長 線上 に あっ て 
海底 火山 が 形成 され つつ ある 


この 動き が フォ ッ サ マグ ナ に 刺激 ( 富士山 噴火 へ の 引き 金 ) を 与え る 


能登 半島 が 隆起 し て いる 


能登 半島 と 富山 ・ 新 潟 は 今後 も 地底 か ら 突 き 上 げ て くる マグ マ の 到 威 に 
さら され る だ ろう 


原発 の 状況 堅 署 運転 開始 か ら 40 年 超  N 


yy ココ ロコ ーーー 放 呈 |」/、』 、 ーー ンー た ーー レル 


原発 の 状況 騙 政 運転 開始 か ら 40 年 超 ) 
( 丸 数 字 は 号機 ) ( ) 内 は 運転 開始 か ら の 年 数 


選 稼働 中 較 … 新 基準 適合 四 . 審 査 中 
日 本 原子 力 発電 北陸 電力 


敦賀 |⑧(36) 志賀 ①(30) 
(福井 ) (石川 ) 


関西 電力 


の 
た 


P 


「 局 
の こさ 


内部 陸 濁 で 穴 憶 義 G 州 思 拍 下 
Q 叫 誤 攻 四 殿 動 咽 昌 個 輔 


2 


※ 北 際 電 力 資料 か ら 作 製 


wBE 写 半 己 地 岩 で 最大 加速 度 が 
1000 あ を 超え た 7 地点 (O) 


の 2828. を 記録 
の 2828 ん を 記録 原 


※ 防 災 科 学 技術 
研究 所 へ の 
取材 に 基づく 


iu 馬 首 :: 細 ] 月 6 日 23 時 20 分 


元 日 に 発生 し た 能登 半島 地震 で 、 北 陸 電 力 志賀 原子 力 発 電 所 に つい て は 当日 中 に 「 異 常 
な し 」 と 発表 され た (後に 訂正 ) 。 だ が 、 原 発 事故 が あっ た 際 の 避難 ルー ト 「 の と 里山 海 
道 ] は 複数 カ所 で 陥没 、 一 時 、 全 面 通行 止め に な っ た 。 和 石川 県 の 激震 地 ・ 輸 島 市 や 穴水 
町 、 七 尾 市 は 原発 30 キ ロ 圏 内 だ 。 地 震 大 国 ・ 日 本 で 「 原 発震 災 ]」 が 再び 起こ れ ば 、 近 隣 住 
民 の 代 難 は や は り 困 難 を 極め る 。 


追記 (2024/1/10) 
能登 半島 や 佐渡 島 を 含め た 新潟 沖 海底 岩盤 付加 圧力 増大 中 (7.8p) 
日 本 列島 を 挟み 込む よう に 


北側 に 日 本 海 マ グマ 溜まり 
南側 に 小笠 原 マ グマ 溜まり 


地殻 下 400Km 付 近 に 存在 


日 本 海 マ グマ 溜まり か ら 供 給 さ れる マン トル で 

日 本 列島 誕生 時 に 島 と 島 を 結び つけ る 一 連 の 火山 連 を 形成 
フォ ッ サ マグ ナ と は 昔 の 海峡 跡 

海峡 の 海底 が 盛り 上 が っ て 両 島 は 陸続き と な り 

その 圧力 で 南北 アル プス が 形成 


フォ ッ サ マグ ナ の 

西 線 ( 余 魚 川 静岡 構造 線 ) 東 線 ( 柏崎 千葉 構造 線 ) 

に 挟ま れ た 領域 が 元 の 海峡 

新潟 ・ 長 野 ・ 山 梨 ・ 静 岡 ・ 群 馬 ・ 埼 玉 ・ 東 京 ・ 神 奈川 ・ 千 葉 


日 本 海 マ グマ 溜まり は 2022 年 10 月 に 地殻 岩盤 の 大 崩落 で 消滅 
今 は 直接 マン トル の 本 流域 に な っ て いる 


マグ マ 溜 まり が 消 注 し て も 
海峡 を 埋め 尽く し た 個々 の 火山 連 に 通じ る マグ マ 道 は 残存 
それ ら の 火山 道 に 直接 マン トル 圧 が 付加 し て いる の が 現状 


目下 
能登 半島 と 佐渡 島 の 間 の 海 研 に 小さ な マグ マ 溜 まり が 形成 され つつ ある 
この 新た な マグ マ 溜 q ョ まり が 圧力 の 起点 に な っ て いる 


ここ か ら フ ォ ッ サマ グ ナ 火 山 連 に 圧力 が 分 配 さ れ 
数 日 前 か ら 新 潟 焼山 と 妙高 山 の マ グマ 庄 が 上 が けり 火山 活動 を 始め る 気配 


いずれ 

白根 山 一 浅間 山 一 富士 山 一 箱根 山 へ 圧力 が 及ぶ 

火山 活動 が 活性 化す る 

伊豆 諸島 の 火山 連 は 小笠 原 マ グマ 系 で あり 富士 山 や 箱根 山 と は 関係 な い 


小間 山 や 富士 山 の 大 噴火 
迫り くる 災害 を 視野 に 入れ 覚悟 し て 日 々 の 生活 を 営 も つう 
日 本 も 地球 も その 終 坊 が 近づい て いる 


志賀 原発 2 号機 の 危機 的 状況 ( つづ く ) 


疲 河 史 


2024 年 01 月 09 日 


銀河 史 の 謎 を 解く 


天の川 銀河 系 の 歴史 に つい て 学 ぼ ぽう 
そし て 地球 史 の 真実 を 知 ろ っ 


銀河 史 プ ロロ ー グ 


全 
バル ジ の 厚 さ 
1 万 5000 光 年 


2 万 8000 光 年 
ーーーーー = 三 


直径 10 万 光 年 


North 
South Near 
Middle Structure 
Structure +0.07isc 
-0.17kcc 


Monoceros 
Ring 


TriAndromeda 
Ring 


銀河 広域 指定 登録 民族 (1) 
銀河 広域 指定 登録 民族 (2) 


銀河 の 歴史 


2024 年 01 月 10 日 


シエラ ・ メ オカ ミ 情 報 


し ー 
間 司 作 


ーー 


惑星 シエラ 


枯 


射手 座 星雲 ・ 恒 星 カ ノイ ム の 第 3 惑星 

地球 一 シエラ 78,000 ~ 82,000 光 年 

猿 の 惑星 (50 万 年 前 の 地球 と 同じ 環境 ) 

新型 円 盤 (40,.000) 

大 型 (8.000) 中 型 (30,.000) 小 型 (2.000) 

直径 (12.000Km) 地 軸 角 (24.5”) 平 均 気温 (13*C) 
コア 証 径 (60Km) 表 面 重 力 (1) 酸 素 濃度 (22.8%) 


惑星 メオ カミ 


射手 座 星雲 ・ 恒 星 プ ノイ ガキ の 第 3 惑星 
シエラ ー メ オカ ミ 400 光 年 

地球 メオ カミ 81,600 光 年 

猿 の 惑星 (氷河期 後半 ) 

新型 円 盤 (41,000) 

大 型 (2.000) 中 型 (36,000) 小 型 (3.000) 

直径 (12,600Km) 地 軸 角 (23.6") 平 均 気温 (-40?C) 

コア 直径 (370Km) 表 面 重 力 (1.2) 酸 素 濃度 (20.1%) 


補足 


惑星 バエ ル ヤ 


炉 座 ・ 恒 星 ラ イネ の 第 3 惑星 


地球 一 バエ ル ヤ 500,000 光 年 
三 径 (13.800Km) 地 軸 角 (11.5") 平 均 気温 (18.5“C) 
コア 主 径 (80Km) 表 面 重力 (0.97) 酸 素 濃度 (23.4%) 


セ ジ ス ・ グ レイ の 基地 配置 (1) 


セ ジ ス ・ グ レイ の 基地 配置 (2) 


マク ロ 宇 宙 


2024 年 01 月 11 日 


マク ロロ 宇宙 


『 


| 
也 陣 
KN 
へ J 
レ 


大 宇宙 ( 球 ) は 1 個 の 有限 な 固定 容器 


ーー さ 
ふ 


7 


平 


り を マク ロロ 宇宙 と W 


が 


その 大 宇宙 の 外 の 無欠 の 広 


多 次 元 構造 

物質 世界 = 表 室 間 

亜 空間 = 表 空 間 の 中 の 特殊 な 

表 室 間 の すぐ 裏 空間 = 中 元 空 5 5 
13 次 元 空間 の 存在 (基盤 空間 ) 


無数 の 対 電子 
無量 大 数 の 気 の 粒 ( 磯 気 償 の 基礎 粒子 ) = 注入 物 
空間 画素 ( 力 気 償 の 基礎 粒子 ) = 室 間 始 元 物 


汗 


宇宙 容器 の 外 室 間 は 粒子 の 世界 


六 上 員 結 晶 宇宙 の 外 世 界 は クラ ウド 粒子 の 世界 


テト ラ カ 体 と は 
マク ロ 宇 宙 か ら 伝 来 する 宇宙 の 最も 基本 的 な 力学 骨格 


自然 界 宇宙 の 基本 原理 は 

空間 を 力学 骨格 で 包み 込む と その 中 に 「『 力 気 」 が 自然 発生 する 
空間 を 粒子 被膜 で 包み 込む と その 中 に 「 磯 気 」 が 自然 発生 する 
力 気 の 塊 が バイ ゾン ・ 磁 気 の 塊 が バイ オン 

この 2 つ は 記憶 作用 を 有 し 意識 記憶 の 基盤 と な る 


宇宙 空間 の 不思議 


マク ロロ 宇宙 の 敵 


地球 破 気 圏 ・ 電 離 較 


外 宇宙 か ら の 敵 攻撃 


生き る こと の 意味 (1) 
生き る こと の 意味 (2) 


ソロ ン と カリ ン の 続き 
宇宙 の 生命 生産 工場 (1) 
宇宙 の 生命 生産 工場 (2) 
宇宙 の 生命 生産 工場 (3) 
宇宙 の 生命 生産 工場 (4) 


大 宇宙 外 生 合体 へ の 成長 


創造 主 世界 の 話 


惑星 間 空 間 


コロ ナ 質 量 放 証 


隊 陽 折 理 


人 間 王 国 の 基盤 哲 理 

プレ アデ ス 文 明 で は 「 因 果 論 」 

ベ テ ル ギ ウ ス 文 明 で は 「 相 対 論 ( 作用 反作用 論 ) 
地球 伝授 は 8,000 年 前 の 古代 帝王 「 伏 義 』 の 「 陰 陽 論 」 


EXODUS NOTE 
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2022 年 11 月 9 日 開始 


この ノー ト は 主 に 地球 脱出 情報 を 時 系 列記 録 し た も の 


2022/11/9 
日 本 海 の 海 底 岩盤 が 崩落 ( 長 さ 500Km 厚 さ 80Km) 


地球 コア (DL 重合 体 ) の 燃焼 終了 
コア 磁場 消滅 


11/13 

太平 洋 ・ 大 西洋 の 海底 岩盤 が 崩落 
崩落 部 と 地底 全域 に 十字 力 体 挿入 
気 の 粒 を 注入 し 内 圧 を 高め た 
反動 で 今後 地震 発生 が 起き る 


11/14 
17:09 三重 県 南東 沖 で 地震 
ほぼ 同 時刻 に 千葉 と 福島 で も 地震 


軍団 か ら 24 時 間 以 内 の 避難 勧告 (地球 脱出 ) が 発信 
地底 岩盤 へ の 十字 力 体 補強 で し の ぐ 


月 裏 に 救出 機 ( 旧型 グレ イ 中 型 円 盤 ) 11,600 台 集結 


11/15 
軍団 と の 取り 決め 
避難 準備 ・ 避 難 勧告 ・ 避 難 警 千 


これ が 発令 され る と 実際 に メシ ア ・ ス ー ツ か ら 円 盤 が 呼べ る 


当面 (2022/11 一 2023/3) は ヒュ ー マ ノ イド が 先 に 地球 を 離れ る 


我々 は その あと 


11 月 に 地球 コア が 消滅 し た の で 全 人 類 死滅 まで あと 5 年 


地球 の 場合 は 物理 災害 の 方 が 早く な る の で そん な に も た な い 


11/16 


ヒュ ー マ ノ イド 組 75 万 世帯 ( 約 220 万 人 ) 


解脱 組 は 1,000 世 帯 ほど 


バエ ル ヤ に は 2 万 世帯 し か 収容 で き な い 


ヒュ ー マ ノ イド 移住 は それ で 終わ り 


2 世帯 の 官僚 家族 が バエ ル ヤ へ 出航 ( 移住 開始 ) 


月 裏 円 盤 17.200 台 


解脱 組 は と りあ え ず バエ ル ヤ の 幹部 邸 を 目指 す 


メシ ア ・ ス ー ツ や 円 盤 メ シア と 通信 で きる よう に 訓練 せよ 


シエラ ・ メ オカ ミ 基 地 情 報 (未来 都市 ) 


いずれ バエ ル ヤ か ら シ エラ ・ メ オカ ミ へ 再 移住 する こと に な る だ ろう 


11/17 


ヒュ ー マ ノ イド 8 世帯 出発 


月 裏 円 盤 29.000 台 


グレ イ 基 地 は すべ て rr-tube 発 電機 利用 

小麦 の 備蓄 は ある が 台所 は な い 

ライ フル の よう な 分 子 銃 が ある 

バエ ル ヤ に も コン ピュ ー タ ー あ り ( ベ テ ル ギ ウ ス 文 字 ) 


種子 以外 は 持ち 込め な い 


11/18 


ヒュ ー マ ノ イド 98 世 帯出 発 


月 裏 円 盤 33.000 台 


円盤 は 着陸 し て エン ジン を 停止 し な い 限 り ド ア は 開か な い 構 千 


11/19 


バエ ル ヤ 医療 団 補 充 (330 x 12 名 ) 


移住 者 が 3 日 目 か ら 発 熱 あ り 


子供 も 大 人 も 同じ 症状 ( ウィ ルス 感染 症状 ) 


現在 まで 延べ 108 世 帯 移住 


11/20 


M255 


ヒュ ー マ ノ イド 移住 延べ 1,163 世 帯 


11/21 


M262 


ヒュ ー マ ノ イド 移住 延べ 2,.027 世 帯 


11/24 


M268/D126/L130/U510 


マク ロ 宇 宙 の 敵 ( ゲ ア ナ 創 造 主 の 親 = グラ ンド マザー ) と 交戦 中 ・ 通 信 
不能 


ヒュ ー マ ノ イド 輸送 中 断 


解脱 組 は 早く て 来年 (2023 年 ) の 3 月 以降 の 脱出 予定 


11/27 


M276/D126/L130/U536 


11/28 


すべ て の 通信 は OK 


11/29 

M277/D126/L130/U538 

ヒュ ー マ ノ イド 輸送 は 現在 STOP 中 
バエ ル ヤ 霊界 の 本 位相 入力 に 問題 あり 
ズ ザ ネ 管 の サイ ズ が 合わ な い 


世代 交代 が 難し いこ と が 羽 明 


上 既に 移住 し た 2,300 世 帯 の ヒュ ユー マ ノ イ ド 移 住民 を 


銀河 中 央 部 の ワ グ エ 基地 へ 再 輸送 し な けれ ば な ら な い 


バエ ル ヤ 移住 が 不可 能 と な る 


( 単独 位相 者 な ら バ エル ヤ で も OK ) 


ヒュ ー マ ノ イド 移住 者 は すべ て 共有 位相 者 (1/8 チ ッ プ ) 


M ラ イン に 円 盤 船体 の 実像 写真 が 公開 され た ら 


それ が 脱出 行動 の ゴー サイ ン と な る ( 年 内 は 大 丈夫 と の こと ) 


コア 消滅 一 肉体 変性 が 始ま る 


他 星 の コ ア を 地球 に 移植 する 計画 あり (実験 が 必要 ) 
コア 王 径 が 30Km 程 度 な ら 可 能 

惑星 の 次 元 空間 ダ プ リン グ 技 術 

失敗 する と コア 爆発 ( 超新星 爆発 ) する の で 危険 


コア 移 植 に 成功 し て も 地 穀 崩落 は 免れ な い 状 況 


11/30 


D126/L130/M278/U538 


午前 1 時 40 分 

軍団 が 地球 コア 移植 に 成功 

( セ ジ ス 本 星 で 実験 に 成功 し た の で すく 実施 ) 
D- 重 合体 コア 直径 22.5Km 

地磁気 復活 ( 高度 半径 40,.000m に 達し た ) 


ヒー ル 場 が 焦点 を 得 て 水 分 子 の コン トロ ー ル を 始め た 


コア 磁場 は 微生物 の 物質 化 ( 安定 化 ) に 作用 


コア カカ 場 は ヒー ル 場 と し て 機能 し 全て の 細胞 の 生命 活動 に 関与 


12/2 


D126/L130/M279/U540 


地球 コア 移植 に 成功 し て 陽 化 運動 が 抑え られ た 


12/7 


D127/L130/M283/U540 


太陽 核 反応 の 増大 ( 黒点 運動 周期 に よる ピー ク と 連動 ) 


12/8 
母 星 太陽 と 子 星 地球 は 互い に 連動 し て いる 


大 陽 核 反応 が 促進 する と 地球 コア の 核 反 応 も 促進 する 


12/18 
単独 位相 生命 認定 試験 の 告知 あり 


単独 位相 生命 は 地球 の 位相 を その まま 持ち 運ぶ の で 


惑星 サイ ズ や 位相 の 生命 型 を 気 に する 必要 が な い 


12/20 
単独 位相 を 獲得 し た 者 は 移住 前 の 視察 団員 と し て 宇宙 に 乗り 出せ る 
コン パク ト 位 相 (円盤 装着 ) と 単独 位相 の 2 つが 必須 


単独 位相 の 製作 に 3 か 月 ・ 記 憶 転 号 に 2 か 月 半 必要 


12/24 


コン パク ト 位 相 に は 記憶 帯 と ズ ザ ネ 管 と タ ボ 線 が 含ま れる 


12/27 
気 の 粒 磁気 (地球 天体 磁場 が 希薄 な た め ) 注 入 


酸素 濃度 低下 (19.85%) で ブ メ デジ の 大 気 注入 (22% 回 復 ) 


2023/1/1 
プラ イベ ー ト 記事 へ 


2024 年 01 月 13 日 


地球 脱出 の 切符 


現在 の 世界 情勢 を 観 て いる と 非常 に き な 臭い 未来 が 差し 迫っ て いる と 思 
5 
現在 の 日 本 政府 を 観 て いる と 到底 平和 裏 に 地球 脱出 が で きる と は 思え な 


い 


今回 の 能登 半島 FETE 


※ 気 象 庁 、 産 総研 の 


資料 に 基づく 


群 こ 
発 れ 
地 豆 
売 の 
還 四 
リ 
だ 


地球 環境 の 悪化 
地球 寿命 の 終 庄 
地球 か ら の 脱出 


今 の 日 本 国民 の ほとん ど は 差し 迫る 危機 に 対し て 全く 無関心 で いる 


ぁゃ 波 四 幸 
津波 注意 報 


津波 観測 高 さ ・ 時 刻 
石川 県 輪島 港 


富山 県 穴 山 


社会 は 狂っ て いる 
科学 は 狂っ て いる 
医学 も 狂っ て いる 


どん な に 科学 技術 を 進歩 させ て も 
その 土台 が 間違っ て いる の で 結果 は 自ずと わか る 


全 世 界 的 な 新型 コロ ナ 騒 動 

コロ ナ ワ クチ ン に よる 人 口 削減 
外国 勢力 に 金 を 配る 日 本 政府 
国内 経済 は 破壊 され 

国民 は 災害 と 増税 で 疲 幣 し て いる 


羽田 空港 で 


日 本 政府 を 信頼 する こと が で き な い 
政府 や 企業 と いっ た スポ ン サ ー 無 し で 自力 で 脱出 する 方 法 を 模索 し て い 
る 


最悪 の 状況 を 想定 し て 準備 を 怠ら ぬ よ うに 


A プ ラン 

( デモ ンス トレ ーション 作戦 ) 

最新 鋭 の 円 盤 を 地上 に 下ろ す 

大 型 機 1 機 と 中 型 機 1 機 を 指定 の 場所 に 着陸 させ 関係 者 に 見 せる 
事前 に 関係 者 ( 日 本 政府 ・ 自 衛 隊 ・ 在 日 米 軍 ) へ 通達 

双方 が 話し 合い の 場 に つく 


B デ ラン 

( ヒュ ー マ ノ イド 作戦 

日 本 政府 ・ 自 衛 隊 ・ 在 日 米 軍 の 協力 が 得 ら れ な いこ と を 想定 
秘密 裏 に 脱出 計画 を 進め る 


C プ ラン 

(ハイ ブリ ッ ド 作戦 ) 

国民 に 王 接 円 盤 の 存在 を 知ら せる 

神出鬼没 ( ゲリラ ) 的 に 国内 各地 で 目撃 させ る 
日 本 政府 や 自衛 隊 や 在 日 米 軍 が 騒ぎ 出し 報道 され る 
円 盤 の 出所 を マス コミ に リー ク 

攻撃 の 意図 が な いこ と を 伝え る 


国民 世論 の 形成 

未来 技術 の 公開 デモ ンス トレ ーション 

自衛 隊 ・ 在 日 米 軍 の 軍 ト ッ プ を 味方 に つけ る 
双方 が 話し 合い の 場 に つく 


地球 脱出 を 目的 と し た 合同 宇宙 軍 の 創設 
この 宇宙 軍 は 軍団 の 指揮 下 に 置か れる 


1 月 2 日 の 羽田 補 港 事件 の 真相 


2024 年 01 月 17 日 


JAL516 の 着陸 火災 の 真相 


元旦 の 能登 半島 地震 
日 の 日 本 航空 機 火災 
どちら も 人 為 的 な 計画 に 基づい て 実行 され て いた 


今回 の 出来 事 は 

これ か ら も 画策 され て いる だ ろ つ 大 規模 テロ (あるいは 人 人 工 炎 害 ) に 向 
け て 

私 た ち が ど れ く らい の 準備 を し て お け ば よい の か を 考え る 良い 機会 と な 
り ま し た 


この 元 日 の 大 地震 だ け で も 慌て た の で す が 

その 合 日 2 日 の 夕方 に は 

羽田 空港 で 新 千歳 空港 発 の 日 本 航空 516 便 と 海上 保安 店 の 輸送 機 が 炎上 
この 2 機 に つい て 「 衝 突 」 と いう 吉 葉 を 使用 し な か っ た 点 に ご 注意 くだ 
さい 

何故 な ら 羽 田 室 港 内 で 衝突 事故 は 発生 し て いな いか ら で す 


NHK や テレ ビ 朝 日 な ど 

メデ ィ ア は 「 衝 突 事故 」 で ある こと を 前 提 に 話 を 進め て いま す が 
これ は 予め 計画 され て いた 航空 機 チ ロ で あり 

当局 や メデ ィ ア は この テロ の 失敗 シナ リオ に 沿っ て 

用 意 さ れ た 画像 を 流し 説明 文 を 読み 上 げ て いる に 過ぎ な い の で す 


今回 の 航 補 機 家 上 テロ で は 

発火 タイ ミン グ が コン マ 数 秒 ず れ た 為 に 

幸い 516 便 の 乗員 乗客 は 全員 無事 に 避難 で きま し た が 
海保 機 の 方 で は 

機長 が 一 人 生還 し た 以外 は 

5 人 の 乗員 が お 亡くな り に な り ま し た 


実は 滑走 路 内 で 発生 し た 爆発 的 発火 現象 に つい て は 
この 海保 機 機長 が 大 きく 関わ っ て いた の で す 


本 神 


2024 年 01 月 20 日 


龍神 ( ゼ フ ワ ) の 謎 を 解く 


ーー | 
N ふ っ ) 
SN 、 | A 明 
ZS 3 記 る ) 
ンク < た の 
4 な 2 っ 


龍神 (1) 


龍 体 は 力学 骨格 を 備え た 磁気 生命 体 
バハ ルク カ 体 骨格 の 内 部 に 龍 型 の サイ 粒子 バイ オン で 形成 


アス トラ ル 物 質 か ら 構 成 
物体 を 貫通 で きる 
龍神 意識 層 は 力 気 (バイ ゾン ) 


バハ ルク バ イ ゾ ン ( 統一 場 ) 層 の 中 の テト ラバ イ ゾ ン ( 渦 磁 場 テト ラ カ 
場 ) 層 
龍神 に は ズ ザ ネ 管 は 無く 龍 体 と 意識 層 は 連結 され て いな い 


龍神 意識 も 渦 磁 場 十 二 神 意識 と 同じ 
12 邊 界 の 外周 場 (セト ク ネ 場 ・ 第 12 力 界 の 内 部 ) に 存在 


磁界 の 階 届 より も 力 界 の 階層 の 方 が ひと まわ り 大 きい 
第 11 力 界 ・13 分 階 ・4 状 属 ・9 分 割 ・432 龍 神 
第 12 磁 界 ・36 レ イン ボー 龍神 


外 宇 宙 の ハル ク 場 (バイ ゾン 層 ) 内 部 に 龍神 意識 が 存在 ( 統一 場 ) 
内 側 の コ セ ト 場 (思考 ・ ロ ジッ ク ) 
外側 の ケ テ ト 場 (意識 ・ メ モリ ー ) 


マク ロ 宇 宙 の 創造 主 た ち は 人 間 に 心 を 持た せ た こ と が 失敗 だ っ た と 気 づ 
く 


龍神 は 渦 磁場 の 外 に 出る と ハル ク ・ バ イ ゾ ン 層 で 集合 意識 を 囲い 
渦 磁場 内 部 で は テト ラ ・ バ イ ゾ ン 層 で 個 の 意識 を 営む 
力 場 の 心 動 帯 を 使っ て 個 の 心 を 湧 現 させ て いる 


天体 力 場 の 記憶 帯 と 思考 回 路 


龍神 の 役割 
バル ク 場 速度 

吉 語 理解 

呪文 打ち 込み 

テレ パシ ー 通 信 
天体 タ ボ 線形 成 呪 文 
龍神 プロ グラ ム 呪 文 


エク ソ ダ ス が 目的 で は な い 
エク ソ ダ ス は 手段 に 過ぎ ず 


目的 は 開拓 
未来 を 開拓 する た め に 地球 か ら 出 て 行く 


龍神 (2) 


を 巻 優 化 の 法則 

龍神 も 渦 磁 場 十 二 神 も を 巻 大 体 に し か 存在 で き な い 

スピ ン を 停止 し た (渦巻 消滅 ) を 巻 天 体 に は 龍神 も 神 も 存在 し な い 
惑星 中 上 の 生き た 天体 に は 必ず 龍神 が 存在 する 

小宇宙 龍神 

銀河 団 龍 神 

銀河 龍神 

犬 陽 龍神 

惑星 龍神 


地球 龍神 
火星 龍神 
木星 龍神 
土星 龍神 
天王 星 龍神 
海王 星 龍 神 


渦 磯 場 十 二 神 


龍神 合体 の 意味 


神 界 登 録 名 
( 住民 登録 称号 ・ 人 選 は 3,000 年 前 か ら ・ 現 在 4 億 6.000 万 人 ) 


霊 殊 体 宇宙 人 
( 銀河 ル ヒ イ 神 ) 
自己 の 銀河 意識 層 ( サイ 粒子 バイ オン ) + 地上 の ケイ エ 魂 


軍団 に よる 寺 魂 体 宇宙 人 の 生命 構造 改良 
銀河 サラ 位相 帯 + メ シア ・ ス ー ツ ( 魂 体 ガー ド ) 
創造 主 世界 へ 至る 道 


創造 主 門下 の 銀河 ル ヒ イ 神 
未来 宇宙 を 開拓 する 使命 


黒龍 ( 魔界 龍神 ) の 使い 方 
黒龍 祈願 
伊勢 神宮 ・ 月 夜 見 宮 ・ ク ス の 木 ( 第 9 黒 世 : ロキ ー ナ エル ) 


大 宇宙 内 部 の 敵 

ボラ ン 銀 河 団 

セ ザ ナ ・ ヒ ュー マ ノ イ ド 

エク ソ ダ ス の 次 の 関門 が ボラ ン 銀 河 団 と の 一 戦 


肉体 を 失 え ば マク ロ 体 も 失う 
未来 の 子供 た ち を 宇宙 戦士 に 育て る 必要 が ある 


宇宙 の 平定 


ダウ ン ロ ー ド 


2024 年 01 月 23 日 


何 か の 暗示 か 刻 示 か わか ら な い が こ こ に その 夢 の 記 憶 を 残す 


まる で 天上 に ある 何 か の 記録 に 和 触れ た よう な 


天上 か ら ダ ウン ロー ド さ れ た よう な 感覚 


白い 紙 の 上 に ギザ ギザ の 線 が 走る 場面 か ら 始 まる 


その 線 が 二 つ に 分 か れる 


その 時 

別 の 紙 が 現れ 

そこ に は 曳 し い 文 字 や 図面 ( 設計 図 の よう な ) が 書か れ て いる 
何 か の 暗号 の よう な 


陸生 り 何 か を 組み 立て て みな さい 
声 が 今にも 聞こ えて きそう な 時 
目 が 覚め た 


夢 を 一 瞬 で 画像 化し て 記録 で きる よう な 装置 が あれ ば 
も っ と 鮮明 に 思い 出す こと が で きる の だ が 
覚醒 し て 4 時 間 が 経つ 

夢 の 記 憶 が 途切れ て ゆく 


夢 の つ づき を ダウ ン ロ ー ド し た い 


グレ イ 新 型 円 般 


2024 年 01 月 26 日 


脱出 用 円 盤 情報 


新型 グレ イ 中 型 機 の 概要 


| 新型 中 型 戦闘 機 (HHR-42 型 ) 内 部 


(座席 と モニ ター の 配置 (2F)〉 


新型 中 型 戦闘 機 (HHR-42 型 ) 内 部 | 
(座席 と モニ ター の 配置 (1F)〉 


コク ピッ トモ ニタ ー 


仮 上 ロ ッ カ ー(7 名 分 ) 


| 新 型 中 型 戦闘 機 (HHR-42 型 ) : エア ー 使 用 機 


※ 旧 型 中 型 戦 闘 は アン モニ ア ・ ガ ス 使用 機 (HBF-2 型 ) 


超 体 は 黒 
6 ヶ所 の スポ ッ ト 租 産 片 明 ( 青 ) 
( 瑞 上 か ら の 形状 乗組 口 は 1 ヶ所 


発 入口 が 舶 彦 に 1 ヶ所 


ィ ぶ +- 意 は 無い 
暫 が 船体 観 は 想 メ ロン 捉 ( ア ジウ リ ) 
ei 昌 後 定 頁 52 名 
。 トイ レ 4 価 (2 ヶ所 生後 部 ) 
に 2F は 乗組 者 (45 産 席 ) 
ニ へ 1F は コク ピッ ト (7 名 ) 


條 馬 ロ ッ カ ー 2F に 45 負 
作 惑 ロッ カー 1F に 7 側 


(真横 か ら の 形状 (正面 か ら の 形状 )〉 


I 旧 型 中 型 戦 闘 機 (HBF-2 型 ) : アン モニ ア ・ ガ ス 使 用 機 


( 真 上 か ら の 形状 船体 の 色 は 新 機 と 一 緒 ( 船 半 か ら の 形状 
騰 ロ ノズル 
@ Ne 
1 に 一 3 
28.5m J 
で に 3 四 
ノズル ブルー ズボッ トラ イト (6 ヶ所 ) 船 研 ロ 
(真横 か ら の 形状 (正面 か ら の 形状 
ハッ チ 
= ニ 邦 さ ハッチ 
て 妨 5m 時 y 
7 ケー バ ヽ ヾ バ * ーー ア ーーー で バ 。 タラ ッ プ 
/ / 障 段 タラ ッ プ 5.8m // N 
か 収 給 品 \\ 1 / \ 
本 / N 
(分子 破砕 克 計 制品 ) ( 棒 燥 傍 ミ サイ ル 発 射 口 ) 
52.3m 


ロッ カー・ 定 員 ・ ト イレ ・ 操 縦 席 な ど 内 部 は 基本 的 に 新 表 機 と 同じ 


旧型 の 局 平 頂 円 盤 と は 形状 が 異な る 

外観 は 瓜 状 ( 弾丸 ・ カ プ セ ル 形 状 ) 

円 盤 本 体高 さ が 旧 型 5m か ら 新 型 17.5m と 大 幅 (3.5 倍 ) に 改造 
内 部 空間 が 広く な っ て いる 

円 盤 の 外壁 の 多重 構造 ( 船体 強化 ) で 肉 厚 


幅 約 20m 
高 さ 約 20m 
全長 約 46m 


入口 約 12m (地上 か ら ) 


昌 体 色 黒 
船底 に 6 個 の スポ ッ ト ラ イト (青色 ) 
窓 な し (内 部 スク リー ン あ り ・ 力 学 セ ン サ ー 応 用 ) 


定員 52 名 ( 操縦 席 7 名 ・ 乗 務 員 席 45 名 ) 
トイ レ は 搭乗 階 の 前 後に 各 2 ヶ 所 ( 計 4 ) 
仮眠 ロッ カー ( 兼 荷物 費 き 場 ) は 搭乗 階 に 45 名 分 あり 


旧型 の 入口 が 地上 約 8m に 対し て 新型 は 約 12m な の で か な り 高 い 
タラ ッ プ の 段数 が 多い 

乗り 降り に は 注意 を 要する 

12m は 4 階 建 て マン ショ ン の 屋上 相当 

困 縦 席 は 1 階 (搭乗 階 の 1 階下 ) で 立ち 入り 禁止 
実質 45 名 乗船 可能 (ペッ ト 10 名 含む ) 


この グレ イ 中 型 機 を 無人 制御 する た め に 

オー クコ ンピュータ ー の 設 

円 盤 全 体 の 力学 制御 は メシ アカ 力 体 で 行う 

地上 一 太陽 系 内 移動 は オー クコ ンピュータ ー 制 御 

大 陽 系 外 一 目的 銀河 系 の 太陽 系 まで は ハル ク ・ ク レー ン で 移動 
基本 命令 は 個人 の メシ ア ・ ス ー ツ 経由 で 行う 

脱出 時 の 円 盤 着 陸 要 請 ・ 乗 船 ・ 離 陸 ・ 目 的 地 で の 着陸 ・ 下 船 な ど 


上 記 シ ステ ム の 吾 円 盤 (33,.000 機 ) へ の 配備 に 1 ヶ月 
船内 位相 の 配備 に 3 ヶ月 を 要する 
今年 の 5 月 頃 に は 完成 予定 


大 き な 問 題 は 

マク ロ 皇 宙 の 敵 攻撃 で 
軍団 コン ピュ ー タ ー 

人 ハル ルク ・ ク レー ン 


オー クコ ンピュータ ー 
メシ ア ・ ス ー ツ 
間 で の 交信 が で き な く な っ た 場合 の 円 盤 操縦 が 課題 と し て 残る 


円 盤 操縦 は 基本 ベ テ ル ギ ウ ス 吉 語 ( 文字 ) に よる 
通信 断絶 に よっ て 無人 操作 が で き な い 場合 
最悪 

円 盤 は 宇宙 を 科 往 うこ と に な る 


円 盤 操縦 が で きる 妥 員 を 育成 する 必要 が ある 


ベ テ ル ギ ウ ス 文 字 


2024 年 01 月 27 日 


グレ イ 新 型 円 盤 で 使用 され て いる ベ テ ル ギ ウ ス 文 字 と は 
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[gga] 
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yya 
[i43] 
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[hhal] 
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古代 エジプト 
ヒエ ログ リフ (神聖 文字 ) 


古代 エジプト 
チチ ゴイ タ ダグ 
(草書 体 ・ 民 衆 文字 ) 


模 形 文字 


実物 を 早く 見 て みた い 


宇宙 人 吉 語 居 細 区 


エジプト 言語 居留 区 (ケー オ 連 合 吉 語 居留 区 ーー アリ ニラ ム 連 合 居 了 留 区 一 
ベ テ ル ギ ウ ス 連 合 居 了 留 区 )・・・ 期 間 は 12 万 年 前 一 6000 年 前 まで 続く 
が 、 最 初 に 吉 語 教育 に 従事 し た ケー オ 連 合 が 勢力 構図 の 関係 上 、 1 万 年 
余り で アリ ニラ ム 連 合 に 取っ て 代わ られ 、 そ の アリ ニラ ム 連 合 が 4 万 年 
前 に ベ テ ル ギ ウ ス 連 合 に 戦争 で 破れ て 教育 係 が 交代 し 、 そ の 2 万 年 後に 
は ベ テ ル ギ ウ ス が 本 国 へ 引き 上 げ て し まう た め に 、 結局 霊魂 体 宇宙 人 の 
オリ オン 管理 下 と な り 、 今 か ら 6000 年 前 に な っ て エジプト 人 は や っ と 自 
0 SpBMIEAM2 0 

ク 吉 語 居留 区 が 解放 され て 、 エ ジブ プ ト の 地 に も セム 語 を 話す フェ ニキ 
ア 人 や へ プ ブライ 人 (ユダ ヤ 人 な ど ) が 流入 し て きた 。 や が て エジプト の 地 
は 神々 に よっ て 閉鎖 され て 、 一 切 侵入 不能 な 吉 語 居留 区 と な り 、 ケ ー オ 
連合 の 吉 語 教育 (57 音 文字 ) が 始ま る が 、 ま も な く 政 権 が 交代 し 、 エ ジ プ 
ト の 地 に は 新しく アリ ニラ ム 連 合 の 教育 体制 (57 音 文字 ) が 敷 か れる こと 
に な っ た 。 し か し 、 セ ム 語 と ケー オ 吉 語 ( エ ジ プ ト 人 の 一 部 が 使用 ) が 婚 
に 浸透 し て いて 、 ア リ ニ ラ ム 言 語 は な か な か 普及 させ られ な か っ た 。 そ 
の 後 、 ア リ ニ ラ ム 政 権 が 打倒 され て 、 ベ テル ギ ウ ス 政 権 に 取っ て 代わ る 
が 、 ベ テル ギ ウ ス 言 語 (26 音 文字 ) の 普及 も 難し く 、 そ の 様 な 意味 で は エ 
ジ プ ト 吉 語 居留 区 と は 名 ば か りな も の で 、 事 実 上 は 宇宙 人 達 の 秘密 基地 
が 存在 する と ころ の 、 周 辺 民 族 が 侵入 不能 な 「 隠れ 家 」 的 な 土地 柄 へ と 
変じ て いっ た 。 


エジプト 居留 区 の 全体 像 は 現在 の エジプト 全土 と 比 ス ー ダ ン と エリ ト 
リア まで を 含ん で お り 、 エ ジ プ ト 内 に 居留 する 民族 ( 約 1200 万 人 ) は 12 万 


年 間 に 渡っ て 外 に 出 ら れず 、 ま た 他国 の 人 間 も エ ジ プ ト に は 近づく こと 
すら 許さ れ な か っ た 。 そ の 呪縛 が 解け た の が 今 か ら わ ず が 6000 年 前 の 話 
で ある 。 ケ ー オ 連合 と は 時 座 の ov 星 ( ア ンタ レス ) の 第 四 惑 星 ( コ エル ) 人 を 
中 心 民 族 と し た 連合 国 で 、 時 座 に ある 五 つ の 惑星 か ら 成 り 立 っ て いる 。 
一 方 、 オ リオ ン の アリ ニラ ム 連 合 と ベ テ ル ギ ウ ス 連 合 に 関し て は 今さら 
説明 する まで も な く 、 銀 河 の 軸 権 を 握っ た 連合 国 で ある 。 ア リ ニ ラ ム も 
ベ テ ル ギ ウ ス も 当時 は エジプト 居留 区 に 地球 基地 を 細 いて いた 。 現在 、 
エジプト 人 の 公用 吉 語 は セム 語系 の 「 ア ラビ ア 語 」 を 用 いて お り 、 ア リ 
ニラ ム 吉 語 や ベ テ ル ギ ウ ス 吉 語 を 喋る 者 は 誰 も いな い が 、 古 代 文 字 と し 
て ロゼ ッ タ スト ー ン な どの 史跡 に 残る 文字 は ベ テ ル ギ ウ ス 文 字 、 ア リ ニ 
ラム に 関し て は 聖地 龍神 島 に 巫女 を 入れ て いた 理由 か ら 、 そ の 文字 ( カ 
タカ ム ナ 文字 ) の 一 部 が 日 本 国 に 残っ て いる 。 7 箇所 に 渡る 宇宙 人 吉 語 
居 了 留 区 の 話 は これ で 終わ る が 、 こ の 他 に も 創造 主 の セ ザ ナ 神 は ヒュ ー マ 
ノイ ド 方 式 の 吉 語 教育 手段 を 用 いて 、 ロ シア の オホーツク 海 洛 岸 部 の 原 
始 人 に 対し て オリ オン の ベア トリ クス 詩 語 ( 神 世 文字 ) を 導入 し た けり 、 あ 
る い は コッ プ 座 の ケ ウ エ ウ 吉 語 (現在 の 日 本 語 ) を 日 本 国 に 移住 し た ば か 
り の ユダ ヤ 人 に 対し て 導入 し て いる 。 


追記 
(2024/2/18) 
シュ メー ル 横 形 文字 支援 ソフ ト 


追記 

(2024/3/8) 
古代 ベ テ ル ギ ウ ス 吉 語 
(エジプト 4 万 年 前 ) 
ヒエ ラテ ィ ッ ク 古 書体 


古代 エジプト 神官 文字 
エー バルス ・ パ ビル ス 
( 医学 書 ・ 写 本 ) 
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フォ ッ サ マグ ナ 


2024 年 02 月 03 日 


フォ ッ サ マグ ナ の 謎 を 解く 
能登 半島 地震 の その 後 


マン トル 流動 
造山 運動 


西南 日 本 


糸魚川 一 静岡 構造 線 


田沢 結 一 (1993) 地質 学 雑誌 より 作成 


陳 回 


幸 体 宇宙 人 (銀河 ル ヒ イ 神 ) 


2024 年 02 月 06 日 


地球 寺 界 の 現状 
8 
吉 殊 体 宇宙 人 の 作 け 方 


死後 に 人 間 が 向かう 先 は 

「 霊 殊 体 宇宙 人 」 

そこ か ら 

直接 「 創造 主 世界 」 へ 登っ て 来 て も ら う 


魂 体 の ケイ エ 化 

魂 体 自身 の 意識 活動 の 停止 

ズ ザ ネ 管 を 外す 
魂 体 の 形態 維持 

大 脳 12 ア ン テ ナ を 殊 体側 へ 移植 


メシ ア ・ ス ー ツ が ケイ エ 化 作業 を 行い 魂 体 を 目的 地 に 運ぶ 


ベ テ ル ギ ウ ス 本 星 


銀河 磯 場 園 に 個人 専用 の 神意 識 層 を 作る 
銀河 サラ 位相 帯 へ 自己 意識 の 入力 


雄 気 的 な 世 0 0 
六 員 結晶 宇宙 の ハル ク カ カカ 体 の 一 
和 員 結 量 宇宙 へ 到達 し て は じ め て 「 永遠 の 生命 」 を 獲得 し 得 


た こ 


と に な 


力学 原理 


2024 年 02 月 24 日 


力 場 ・ 力 線 ・ 力 気 


霊界 の 諸 知 識 ( 4 ) 


生物 進化 


2024 年 03 月 05 日 


ュ 


ポル ポッ クス クラ ゲ ゴカイ 魚 


生物 進化 の 謎 を 解く 


原始 海洋 と 生物 発生 (1) 


植物 の 進化 長い 時 間 を か け て 変化 する こと 


早 C っ 区 釘 
コケ 植物 シダ 植物 種子 植物 


天体 ヒー ル と 自然 霊界 
生物 進化 の 謎 を 解く 
月 周期 と 生物 生理 


追記 
(2024/3/9) 


原始 海洋 と 生物 発生 (2) 


原始 核酸 の 合成 


准 属 性 
半球 性 


